
背 景 
Afatinibは新規のErbBファミリー阻害剤であり, 第二世代のEGFR遺伝子変異 
陽性肺癌に対する非可逆的なチロシンキナーゼ阻害剤(TKI)として 
2014年5月に市販された。 
 
その実臨床での使用法や臨床的意義は今後の課題である。 
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方 法 
今回、長野県下の主要な施設にアンケート調査を行い、実臨床における 
本剤の使用実態を調査した。 
市販後から長野県内で使用され、アンケート形式で返答可能であった73例 
を対象とした。 

今回、長野県内で肺癌化学療法を主に行う医療機関での本剤使用の 
実態を調査しその使用状況を解析・分析することを目的とした。 

目 的 

現時点ではEGFR-TKIｓ既治療例に本剤の使用例が多数認められたが、初期治療例が増加傾向
である。 
Lux-Lung３での有害事象報告と比較してGrade3の下痢をきたす割合が少なく、実臨床で早期の
対症療法が施行されている可能性がある。 
 
体表面積（＜1.5ｍ2)の場合Grade2-3の下痢をきたす割合が多いことが分かった。 
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患者背景(n=73) 

   Number   Percentage（%） 
年齢   Median  69（42-85）   
性別 
 男性   27   37.0 
 女性   46   63.0 
 
組織型 
 腺癌   73   100.0 
 
病期 
 ⅢA   1   1.4 
 ⅢB   6   8.2 
 Ⅳ   44   60.3 
 術後再発  22   30.1 

   Number   Percentage（%） 
喫煙歴 
 あり   27   37.0 
 なし   46   63.0 
体表面積（BSA） ：1.5（1.2-1.9） 
 1.5以上   39   53.4 
 1.5未満   34   46.6 
初回投与量 
 40㎎   59   80.8 
 30㎎   7   9.6 
 20㎎   7   9.6 
 PS 
 0   34   46.6 
 1   22   30.1 
 2   6   8.2 
 3   9   12.3 
 4   2   2.7 
EGFR Mutation type 
 Del19   44   60.3 
 L858R  20   27.4 
 L858R+T790M 2   2.7 
 G719X  2   2.7 
 G719X+S768I  1   1.4 
 不明   4   5.5 

治療ライン 
 1st   11   15.1 
 2nd   12   16.4 
 3rd   10   13.7 
 4th   8   11.0 
 5th以降  32   43.8 
過去の治療歴   
 TKIs   60   96.8 
  Gefitinib only  26   41.9 
  Erlotinib only  4   6.5 
  Both G&E   30   48.4 
 Chemotherapy 52   83.9 
  platinum-doublet 46   74.2 
  non-platinum  2   3.2 

*画像判定が特定できた症例 

有害事象 

長野県内でAfatinib市販後、比較的安全に使用されかつ毒性管理されていた。 
毒性、特に下痢の発現に関して低い体表面積が推測因子になり得る可能性がある。 
Afatinibの奏功期間や予後に与える影響は今後の課題である。 
 

Afatinibの投与状況 

市販後観察期間別 治療ライン 

0

5

10

15

20

25

市販後4ヵ月間 4ヵ月以降 

1st
2-4th
5th以降 

体表面積別 有害事象 


	スライド番号 1

